
 

 

 

 

 

新しい年を迎えるにあたって 
                               上戸小学校長 寺井 純子 

 新しい年が始まります。こうして穏やかに新年を迎えられることに、ほっと安堵の気持ちを抱

いております。 

 さて、新しい年は「午年」です。午（うま）のイメージには、「元気・活発」「前に進む力が

強い」「行動力がある」「仲間と力を合わせて進む」「努力を重ねて成長する」といったものが

あります。そのため、午年は「コツコツと努力しながら前へ進む年」「仲間と一緒に力を合わせ

る年」といった意味合いで語られることが多いそうです。 

 その言葉の力を借り、今年は「周りと力を合わせ、一歩一歩確実に前へ進む年」にしていきた

いと考えています。 

 まず、子どもたちが友だちを思いやり、助け合いながら歩んでいける学校でありたいと思いま

す。また、一人一人が自分のペースで、一歩ずつ成長していける年にしていきたいと願っていま

す。そのためには、子どもたちにとって学校が居心地のよい場所であることが大切です。さら

に、学力の確実な定着を目指し、一人一人に応じた手厚い指導を行うことで、子どもたちのこれ

からにつながる力を育てていきたいと思います。 

 そして、子どもたちの健やかな成長のために、今年も昨年同様、保護者・地域の皆さまのお力

をぜひお借りしたいと思います。 

 昨年は、「上戸町を笑顔にしたい」という目標のもと、高学年を中心に全校で、せんだんコン

サートや運動会、スーパーゴールデンタイムなどを通して、地域や保護者の皆さまと交流し、笑

顔を届けようと活動しました。ところが、拍手や励ましの言葉をいただく中で、皆さんを笑顔に

しようと頑張った子どもたち自身が、笑顔と自信をもらっていました。 

 皆さんに認められる経験は、子どもたちの自己有用感を育み、人前で発表する経験を重ねるこ

とで、確かな自信へとつながっていきました。今年もぜひ学校に足をお運びいただき、子どもた

ちの活躍する姿をご覧くださいますようお願いいたします。 

 ２学期にさまざまな活動が行われ、多くの方々が来校されましたが、その中で、心に残るうれ

しい言葉をたくさんいただきましたので、ご紹介します。 

・「一人一人の感想の内容も発表態度も素晴らしい！」（５・６年租税教室の講師の方から） 

・「聞くのが上手で、ダンスの覚えがいい！」（ダンサーの方々から） 

・「のみこみが早い！」「運動神経がとても良い！」（元日本代表のサッカー選手の方から） 

・「この人数とは思えないほど、歌声が素晴らしく、感動した！」「コンサート中、低学年までし

っかりと聴ける姿勢が素敵だった！」（梯剛之さんピアノコンサートのスタッフさんから） 

 子どもたちの凛々しく素敵な姿をお見せできたのは、保護者・地域の皆さまからの温かなご支

援とご協力、そして地域力の表れであると感じています。また、日々子どもたちの指導に熱心に

取り組んでいる教職員の努力の成果でもあると思います。 

 この上戸小学校で、縁あって子どもたちと共に過ごせることに感謝しつつ、今年も私なりに精

一杯力を尽くしてまいります。保護者の皆さま、地域の皆さま、何かお気づきのことがありまし

たら、どうぞ遠慮なくお知らせください。 

 子どもたちのために、これからも共に力を合わせ、前へ進んでいきたいと思います。 
 

 

珠洲市立上戸小学校  

学校だより 第７２９号 

令和７年１２月２４日 
せんだん 

《知》意欲的に学び、課題に粘り強く取り組む児童 

《徳》社会のルール・学校のきまりを守り、 

礼儀正しく思いやりのある児童 

《体》心身ともに健康で、命を大切にする児童 



生き物観察会活動報告会・SDGｓ学習取組報告会  １１月２８日 

 ラポルトすずで、午前は３・４年生の「生

き物観察会活動報告会」、午後は５・６年生

の「SDGs 学習取組報告会」が行われました。

３・４年生は観察会や授業で学んだことをも

とに調べた内容を、５・６年生は「上戸町を

笑顔に！」をテーマに活動をまとめて発表し

ました。どの学年も堂々と発表し、市内の他

校の取組も聞くことができ、学びの深い時間

となりました。 
 
子どもに伝えるクラシック IN 上戸  １２月５日 
ピアニストの梯剛之さんをお迎えし、「子どもに伝えるクラシック

IN 上戸」と題したコンサートが開かれました。大口哲郎氏・美代子氏

ご夫妻のご縁で実現し、児童や地域、保護者の皆さんなど約６０名が

参加しました。梯さんは作曲家の人柄や曲の背景を紹介しながら演奏

してくださり、モーツァルトやショパンなどの名曲を情感豊かに聴か

せてくださいました。最後には「believe」を梯さんの伴奏で全校児童

が歌い、心温まる時間となりました。素晴らしい機会をつくってくださった皆さまに感謝申し上げます。 

 
なわとび集会 １２月５日 

集会では個人種目と八の字跳びが行われ、赤班・青班に分かれて競い

ました。個人種目では前跳びや二重跳びなどに挑戦し、子どもたちは

最後まで跳び切ろうと頑張っていました。八の字跳びでは班で声を掛

け合いながら取り組み、全校

での挑戦では昨年の約２倍と

なる１４９回を達成しまし

た。最後には地域や保護者の

皆さんから、これまでの努力

をたたえて一人一人に金メダルが贈られました。 
 
〔入賞者紹介〕 
県児童硬筆書写コンクール   
特選：４年 吉森 心、入選：４年 鷺 初叶、学校賞：上戸小学校 
 
税の作品コンクール 
ポスター 輪島支部長賞：６年 三上 逢海 
習字   輪島税務連絡協議会長賞（銅賞）：６年 福田 彩蓮 
 
珠洲市子ども習字展 
入選：１年 櫻井 結梨、２年 加藤 優宗、３年 角 珠々葉 
   ４年 鷺 初叶、５年 吾郷 梨愛奈、６年 福田 彩蓮 

 
珠洲市子ども美術展 
入選：１年 瀬戸 葉月、２年 一宮 美月、３年 吾郷 友梨奈 
   ４年 川端 純怜、５年 紺谷 洸斗、６年 谷内口 優月 
 
珠洲市読書感想画コンクール 
特選：３年 角 珠々葉、５年 吾郷 梨愛奈、６年 谷内口 優月 
入選：３年 角野 晴隆、１年 瀬戸 葉月、２年 一宮 美月 
   ６年 福田 彩蓮、６年 三上 逢海 
 
石川県児童生徒作品展 入選：４年 吉森 心 
 
「未来へつなぐ家族の手紙」コンクール 佳作：４年 三上 寛太 

１月 行事予定 

8 日（木） 
・3 学期始業式 
・書き初め大会 

9 日（金） 

・ゴールデンタイム（百人一首） 
・委員会（6 限） 
・百人一首教室（子ども教室） 

谷内口先生 
・書初め展（～1/16） 

13 日(火) 

・国語検定 
・GTEC（～19 日）6 年 
・百人一首教室（子ども教室） 

谷内口先生 

14 日(水) 

・算数検定 
・百人一首大会 
・学校運営協議会③ 
・役員会・学年委員合同会議⑤ 

15 日(木) 
・読み聞かせ（1・2 年） 
・ゴールデンタイム（百人一首）  

１6 日（金） 
・避難訓練〔弾道ミサイル対応〕 
・SOS 出し方講座（6 限目） 
4～6 年、金沢大学心理士来校 

18 日（日） ・市子ども百人一首大会 

20 日（火） 
・児童朝会 
・ベネッセ学力テスト（国・算）全
学年 

21 日（水） ・クラブ（6 限）4～6 年 

22 日（木） 
・令和 8 年度役員候補選考委員
（18:00）予定 

23 日（金） 
・集金日 
・俳句教室 

26 日（月） 
・緑丘中学校入学説明会（保護
者対象） 

27 日（火） ・授業参観・学級懇談会 

30 日（金） ・学習ルールチェック 

 



 

 

 

１・２年生 

ぼくは、テレビ。いつもみつきちゃんにテレ

ビをみられてうれしいです。みつきちゃん、テ

レビをみてくれてありがとう。またもっとテレ

ビをみてください。みつきちゃん、テレビをみ

てくれてありがとう。     （吾郷 健太） 

 

わたしは、ゲーム。おにいちゃんがいつもた

くさんゲームをしてくれてうれしいよ。もっと

あそんでね。ゲームはたのしいかい。あそんで

くれてありがとう。          （紺谷 莉愛） 

 

わたしは、えんぴつ。いつもべんきょうする

ときにつかってくれる。みじかくなっても、つ

かってくれるから、うれしいな。みじかくなっ

たら、あたらしいのにかわってあげるからね。 

         （櫻井 結梨） 

 

わたしは、とけい。わたしは、みんなにじかん

をおしえてたのしいです。じかんをしってくれ

てうれしいです。よるとかあさは、じかんをた

くさんみてくれてすごくうれしいです。           

（瀬戸 葉月） 

 

わたしは、とけい。いつもみんながみてくれ

るよ。こわれちゃうときがあるけど、なおして

もらったときが一番うれしいな。ほうそうがな

ったらちょっとうるさいな。だけど、みんなが

みてくれるようにがんばろう。            

（一宮 美月） 

 

ぼくは、ストーブ。きみが、いつもあったまっ

てくれるのが、ぼくもあったかいよ。ぼくは、

「天国のようにあったかい。」その気もちがうれ

しいよ。みんなをあったかくするよ。みんなを

あたたかく見まもるよ。   （加藤 優宗） 

 

ぼくは、なわとび。なわとびをだいじにして

くれてありがとう。みんなでなわとびのれんし

ゅうをしてくれてうれしいです。みんながじょ

うずになったから、うれしいです。          

（中野 秀有司） 

ぼくは、えんぴつ。いつもつかってくれてあ

りがとう。おちたらいいきぶん。わけは、かたも

みみたいにきもちいいからだよ。ぼくをなくさ

ないでね。ゲームをしようとぼくをかくしたり

してあそばないでね。      （吉森 晴） 

 

 

３・４年生 

ぼくは、3・4年生が座っているいす。いつも

みんなに使われてうれしい。でも、たまにぼく

をブランコのように使ったり、たおしたりされ

て、いたいときもある。みんながまだ学校に来

ていないときは、寒くて悲しいよ。 

          （吾郷 友梨奈） 

 

わたしは、3・4年生教室の黒板。いつも先生

たちが優しく字を書いてくれる。歌の練習のと

き、先生が「黒板がこわれるくらい声を出して」

と言うと、少し悲しい気持ちになる。これから、

黒板にやさしくしてほしいな。 

（角 珠々葉） 

 

わたしは、本。いつもみんなが読んでくれる。

授業中、わたしは教室の一番奥からみんなを見

守っている。朝からずっと見守っている。みん

なが登校する前から、ずっと教室でお留守番し

ているよ。         （三上 咲良） 

 

ぼくは、教室の鉛筆削り。たまに力いっぱい

回す人がいて、いたいし、こわれそうだけど、が

まんしている。鉛筆のしんが折れると、こっち

をじっと見てくる。それは少しこわいんだ。 

        （角野 晴隆） 

 

わたしは、みつめちゃんの消しゴム。いつも

大事に使ってくれてうれしい。でも、ときどき

鉛筆をさしてきたり、私の服（紙）をやぶってき

たりする。はずかしいし、いたいからそろそろ

やめてね。          （柚 みつめ） 

 

わたしは、純怜のなわとび。純怜ちゃんは、い

つも長休みや昼休みに練習しているね。純怜ち

ゃんが練習しているのは、後ろあやとびだ。こ

れからも練習をがんばってね。  

（川端 純怜） 

なりきり作文 「ぼく・わたしは〇〇」 



わたしは、初叶のランドセル。1年生から 4年

生まで大切に使ってくれている。でも、たまに

イライラしてたたいてくる。すごく痛い。でも、

弟より大切に使ってくれている。ありがとう。        

（鷺 初叶） 

 

ぼくは、なわとび。いつもぼくは、寛太に回さ

れている。すごくがんばっていて、あきらめな

い姿がかっこいいよ。ぼくも、回されながら、寛

太のことを応援しているよ。  （三上 寛太） 

 

ぼくは、蓮輝の鉛筆。テストやプリント直し、

子ども教室のときなど、いろいろなところで使

ってくれてうれしいよ。でも、困ったことがあ

る。それは、ぼくを床に落とすことだよ。これか

らは、落とさないようにね。  （寺下 蓮輝） 

 

ぼくは、ドア。いつもみんなが開けたり、閉め

たりする。ただ、ろう下の近くだからとても冷

える。みんなが他の所へ行くとさびしいけれど、

またもどってきたらうれしいと思っているよ。 

   （中野 煌有司） 

 

ぼくは、心のランドセル。ぼくは、いつも心の

朝のバタバタした姿を見ている。「早くしてくれ

ないかな。」と、いつも思っているよ。これから

もずっと心と仲良くしたいな。   （吉森 心） 

 

 

５・６年生 

 わたしは、梨愛奈のバスケットシューズです。

シュートにいくときに、強くふもうと意識して

やっているところが、梨愛奈のいいところです。

強くふむとシュートにいきやすいです。わたし

もがんばります。 

（吾郷 梨愛奈） 

 

ぼくは、バスケットボールです。特にスイッ

シュで入るとうれしいです。スイッシュとはリ

ングにも当たらずにシュートを決めることです。

ネットに入った音は、みんなにやる気をとどけ

ます。            （紺谷 洸斗） 

 

 わたしは本です。いつも暗い本だなでねむっ

ています。たまに手にとって読んでくれる人が

いるけど、家にはつれていってくれません。い

つか家につれていってくれる本好きな人に出会

えたらいいなと思います。  （加須屋 依里） 

 

わたしは雲です。いつも空からみんなのこと

をみています。わたしは、たくさんの人が笑顔

になると晴れになります。これからも、毎日笑

顔ですごしてずっと晴れですごせることを願っ

ています。          （三上 逢海） 

 

わたしはハムスターです。わたしは、口のふ

くろがとても大きいです。だから、わたしは毎

日、朝ごはんも昼ごはんも夜ごはんも、口の中

をぱんぱんにさせて食べています。ハムスター

は、かわいいそんざいです。  （福田 彩蓮） 

 

 わたしはシャチです。とても強いです。サメ

やクジラなどの自分より大きい生き物や人気の

生き物にも勝つことができます。人間からは海

のギャングといわれています。いつかライオン

に勝てるようにがんばりたいです。 

（谷内口 優月） 

 

 

 

千代女少年少女全国俳句大会 入選 

すいかたべきょうだいみんなでたねとばし 

１年 吾郷 健太 

たまねぎをいっぱいいれたカレーだよ 

１年 紺谷 莉愛 

トランポリンあせがながれるでもたのしい 

２年 中野秀有司 

にわでするよるのキャンプはさいこうだ 

       ２年 吉森   晴 

さいあくだサイダーふってあわだらけ    

３年 角野 晴隆 

 

 

  

 

 

 

保護者から 

１１月には第２回せんだんコンサートが

行われ、前回よりも沢山の地域の方々が観

に来てくれていました。子どもたちの頑張

る姿が、保護者、地域の方を笑顔に、元気

にしてくれていて、学校・地域のつながり

が素敵だなあと実感し、感動しました。す

てきなコンサートをまた楽しみにしていま

す。     ５年保護者 吾郷  唯 


